
日本経済新聞（2017.05.17）

①新たな採血は不要

（血液検査データのみ使用）

②低価格、短時間

③大規模なマススクリーニング検査が可能

本検査法の特徴

（特開 2018-055333）

認知症予防スクリーングテスト
深層学習を活用した一般血液生化学データによる認知症マススクリーング検査法

無断転載禁止



現在の認知症診断法の欠点

問診式テスト
（長谷川式、MMSEなど）

画像診断
（MRI、SPECT、PET）

・主観的検査
・時間と手間がかかる

診断精度は高いが、
・検査費用が高額

PETSPEC
T

MRI

バイオマーカー
（アミロイドβ、タウ）

腰椎穿刺が必要
・血液中BM検出は開発中

（採血が必要、高価）

認知症のマススクリーニング検査法が必要 無断転載禁止



深層学習（Deep Learning）を活用した
一般血液検査データによる認知症のリスク判定

認知症リスク判定

深層学習

＋
年齢 リスク判定精度

感度＝ 90%

特異度＝ 90%

一般血液生化学検査
データ

無断転載禁止



認知症リスク判定及びアドバイス

表 結果に関しては、下記の表を参考になさってください

リスク 判定 ランク リスク判定及びアドバイス

低

ランクA

現段階では、認知症やＭＣＩ(軽度認知障害）の可能性（リスク）は

低いと考えられます。

生活習慣病の予防・治療は認知症になるリスクを抑えられます。

食事や運動などの生活習慣を改善し、予防対策に取り組みましょう。

ランクB
現段階で、ＭＣＩ(軽度認知障害）の可能性（リスク）が高いと考えられます。

生活習慣病をお持ちの方は認知症専門医への受診をおすすめします。

ランクC
現段階で、早期認知症の可能性（リスク）が高いと考えられます。

日常生活に問題を感じる方は認知症専門医への受診をおすすめします。

ランクD
現段階で、認知症の可能性（リスク）が高いと考えられます。

高 認知症専門医への受診をおすすめします。

無断転載禁止



MCI

・運動療法
・食事療法
・非薬物療法
（化粧療法、アロマ、鍼灸、

etc）

早期診断・介入により認知症を予防

早期診断

早期介入
正常

無断転載禁止



正常
（27～30）

MMSEスコアの実測値と予測値の関係

早期
認知症

（20～23）

MCI
（24～26）

MMSE（実測値）

M
M

SE
（
予

測
値
）

MMSE（実測値）

M
M

SE
（
予

測
値
）

相関係数＝0.85
（0～30点）

無断転載禁止



認知機能障害
（認知症)

全身性疾患
（低栄養、貧血、他）

生活習慣病
（高血圧、糖尿病、脂質代謝

異常など)

代謝異常
（エネルギー・酸素など）

動脈硬化
（脳血流障害）

予防・治療可能

全身性疾患としての認知症

無断転載禁止
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